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特集―わがまち八王子探訪シリーズ「中心市街地」

１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
に
設
立
。
八
王

子
の
地
域
経
済
団
体
と
し
て
、
中
小
企
業

の
経
営
相
談
や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
。
現
在
は
約
３
９
０
０
社
の
会
員
が
各

種
部
会
や
委
員
会
な
ど
を
組
織
し
て
い

る
。
全
国
で
41
番
目
（
関
東
で
６
番
目
）

に
古
い
、
歴
史
あ
る
商
工
会
議
所
。

１
５
９
２
（
文
禄
元
）
年
創
建
。
千
人
頭

の
１
人
で
、
幕
末
の
戦
火
か
ら
日
光
を

守
っ
た
石
坂
弥
次
右
衛
門
の
墓
が
あ
る
。

墓
の
左
右
の
灯
籠
と
水
盤
に
千
人
同
心
45

名
と
家
来
２
名
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

境
内
に
は
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
建

立
さ
れ
た
顕
彰
碑
が
あ
る
。

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
開
館
。
２
０
１

３
年
か
ら
「
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
サ
イ
エ
ン

ス
ド
ー
ム
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

を
導
入
。
直
径
21
ｍ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
な
ど
、
見
て
、
触
れ
て
、
遊
び
な

が
ら
科
学
の
面
白
さ
を
学
べ
る
文
化
施

設
。（
は
ち
と
ぴ
28
号
参
照
）

１
８
７
９
（
明
治
12
）
年
の
建
築
で
、
八

王
子
大
火
、
関
東
大
震
災
、
戦
災
と
数
々

の
災
害
を
く
ぐ
り
抜
け
、
現
在
も
残
る
市

内
唯
一
の
店
蔵
。
１
９
７
４
（
昭
和
49
）

年
こ
ろ
、
は
げ
落
ち
て
い
た
２
階
の
土
壁

を
修
理
し
た
以
外
、
当
時
の
ま
ま
の
姿
を

残
し
て
い
る
。

１
４
８
９
（
延
徳
元
）
年
に
啓
運
日
澄
上

人
が
隠
居
寺
と
し
て
開
い
た
。
八
王
子
七

福
神
の
１
つ
で
、
新
吾
弁
財
天
が
祀
ら

れ
、
他
に
お
岩
稲
荷
、
文
護
稲
荷
、
笠
間

稲
荷
な
ど
も
あ
る
。
２
０
０
９
（
平
成

21
）
年
、
と
ろ
美
制
作
の
ア
ニ
メ
風
萌
え

看
板
を
入
り
口
に
設
置
し
た
。

９
４
０
（
天
慶
３
）
年
創
立
。
１
５
９
５

（
文
禄
４
）
年
に
八
王
子
権
現
を
勧
請
し
、

由
井
領
の
総
鎮
守
と
し
た
。
現
在
の
拝
殿

は
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
に
改
築
さ
れ

た
も
の
。
境
内
に
は
江
戸
時
代
に
浅
川
で

獲
れ
た
鮎
を
幕
府
に
献
上
し
て
い
た
こ
と

を
伝
え
る
「
あ
ゆ
塚
」
が
あ
る
。

１
５
９
３
（
文
禄
２
）
年
、
价
州
良
天

（
か
い
し
ゅ
う
り
ょ
う
て
ん
）
が
現
在
地

に
草
庵
を
起
こ
し
た
の
が
始
ま
り
。
千
人

隊
事
績
碑
や
松
本
斗
機
蔵
の
墓
が
あ
る
。

本
堂
裏
手
北
側
に
は
、
大
久
保
長
安
が
築

い
た
石
見
土
手
の
一
部
が
あ
る
。（
は
ち

と
ぴ
18
号
参
照
）

１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
、
初
代
組
長
に

渋
谷
定
七
が
就
い
て
設
立
。
１
階
に
は
直

営
シ
ョ
ッ
プ
の
べ
ネ
ッ
ク
が
あ
り
、
マ
ル

ベ
リ
ー
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
の
ネ
ク
タ
イ
を

は
じ
め
、
ス
カ
ー
フ
、
ス
ト
ー
ル
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
逸
品
を
揃
え
て
い
る
。（
は
ち

と
ぴ
８
号
参
照
）

❺八王子商工会議所

⓬興岳寺

❻コニカミノルタサイエンスドーム

❼加島屋

⓫了法寺

⓭日吉八王子神社

⓮宗格院

❽八王子織物工業組合

１
８
１
１
（
文
化
８
）
年
に
清
八
と
い
う

足
袋
職
人
が
高
尾
山
に
銅
製
五
重
塔
を
奉

納
し
、
そ
の
記
念
に
江
戸
か
ら
高
尾
山
ま

で
の
甲
州
街
道
の
３
か
所
（
新
宿
、
追

分
、
小
名
路
）
に
建
て
た
道
標
の
１
つ
。

八
王
子
空
襲
で
４
つ
に
折
れ
た
が
、
２
０

０
３
（
平
成
15
）
年
に
再
建
さ
れ
た
。

関
東
十
八
代
官
頭
の
大
久
保
石
見
守
長
安

は
八
王
子
城
落
城
後
、
こ
の
地
に
陣
屋
を

構
え
、
新
八
王
子
宿
の
建
設
な
ど
を
行
っ

た
。
当
時
の
屋
敷
内
に
神
社
が
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
こ
の
一
帯
が

屋
敷
の
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
碑

が
建
つ
。（
は
ち
と
ぴ
21
号
参
照
）

❿
追
分
道
標

❾
産
千
代
稲
荷
神
社

▲�
千
人
頭
石
坂
弥
次
右
衛
門
義
礼
ら

（
石
坂
圭
司
氏
所
蔵
）
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１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
、
北
口
側
の
み

の
駅
舎
で
開
業
。
昭
和
30
年
代
に
な
っ
て

か
ら
駅
周
辺
の
開
発
が
進
ん
だ
。
利
用
客

の
増
加
に
よ
っ
て
、
１
９
７
７
（
昭
和

52
）
年
に
駅
と
付
随
す
る
施
設
を
改
良
す

る
た
め
に
現
在
の
橋
上
駅
舎
に
な
り
、
翌

年
に
南
口
が
開
設
し
た
。

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
開
館
。
市
内
で

最
も
広
い
図
書
館
で
、
市
内
最
多
の
蔵
書

数
を
誇
る
。
八
王
子
や
多
摩
、
東
京
に
関

す
る
約
５
万
点
の
郷
土
資
料
の
ほ
か
、
市

民
の
執
筆
し
た
本
も
多
数
所
蔵
。
２
階
に

閲
覧
室
、
地
下
に
展
示
室
な
ど
が
あ
る
。

（
は
ち
と
ぴ
29
号
参
照
）

⓰西八王子駅 ⓯八王子市立中央図書館

し
て
責
任
を
全
う
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
後
半
、
ロ
シ
ア
船
が
や
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
蝦
夷
地
を
守
り
、
開
拓

す
る
た
め
に
千
人
頭
の
原
半
左
衛
門
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
彼
は
同
心
子
弟
を
連
れ
て
勇
払

（
現
苫
小
牧
市
）
や
白
糠
（
現
白
糠
町
）
に
向

け
て
出
発
し
、
耕
作
し
た
り
、
道
路
を
切
り
開

い
た
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
厳
し
い
寒
さ
や

病
気
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
、
数
年
で
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
縁
も
あ
っ
て
、
八
王
子
市
は
１
９

７
３
（
昭
和
48
）
年
に
苫
小
牧
市
、
翌
年
に
は

日
光
市
と
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
ん
で
い
ま

す
。

　

幕
府
が
武
芸
を
奨
励
し
た
江
戸
時
代
中
期

以
降
、
千
人
同
心
は
武
術
の
稽
古
だ
け
で
な

く
、
文
化
活
動
で
も
多
く
の
足
跡
を
残
し
て
い

ま
す
。
組
頭
の
塩
野
適
斎
は
、
当
時
の
村
の
様

子
を
ま
と
め
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
編
纂

に
か
か
わ
り
、
千
人
同
心
の
歴
史
を
ま
と
め
た

『
桑
都
日
記
』
も
著
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

同
心
た
ち
の
中
に
は
医
師
や
文
人
、
思
想
家
な

ど
も
多
く
、
地
域
の
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

さ
れ
、
同
心
は
５
０
０
名
に
。
さ
ら
に
１
６
０

０
（
慶
長
５
）
年
、
関
ヶ
原
の
合
戦
に
備
え
て

１
０
０
０
人
と
な
り
、
八
王
子
千
人
同
心
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
組
織
に
は
千
人

頭
と
呼
ば
れ
る
旗
本
が
10
名
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
千
人
頭
が
１
０
０
人
の
同
心
を
引
き
連
れ
て

い
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
や
大
坂
の
陣
に
も

参
加
す
る
な
ど
、
軍
事
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
が
、
世
の
中
が
平
和
に
な
る

と
、
１
６
５
２
（
慶
安
５
）
年
に
徳
川
家

康
を
祀
る
日
光
東
照
宮
の
勤
番
を
命
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
光
勤
番
で
は
、
交
代
し
て
日
光
山
内

の
見
回
り
や
消
火
活
動
の
任
務
を
担
い
ま

し
た
。
幕
末
期
、
徳
川
幕
府
を
倒
す
た
め

に
官
軍
が
日
光
を
攻
め
た
際
に
は
、
日
光

に
い
た
千
人
頭
の
石
坂
弥
次
右
衛
門
ら
が

抵
抗
せ
ず
に
明
け
渡
し
、
日
光
は
焼
か
れ

ず
に
済
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
八
王
子
に

戻
る
と
こ
れ
を
責
め
ら
れ
、
石
坂
は
切
腹

　

現
在
、
追
分
町
交
差
点
近
く

に
建
つ
千
人
同
心
屋
敷
跡
碑
に

は
千
人
同
心
の
歴
史
が
刻
ま

れ
、
こ
の
碑
の
周
辺
一
帯
に
千

人
頭
が
幕
府
か
ら
拝
領
し
た
屋

敷
が
あ
っ
た
こ
と
を
偲
ん
で
い

ま
す
。
千
人
同
心
と
は
、
江
戸

の
西
の
守
り
を
目
的
と
し
て
設

置
さ
れ
た
武
士
団
の
こ
と
で

す
。

　

彼
ら
は
も
と
も
と
戦
国
時
代

に
甲
斐
国
武
田
氏
の
家
来
と
し

て
、
甲
斐
の
国
境
を
守
っ
て
い

た
軍
事
集
団
で
し
た
が
、
武
田

氏
滅
亡
後
に
徳
川
家
康
の
家
臣
と
な
り
ま
す
。

北
条
氏
滅
亡
後
、
家
康
が
関
東
を
治
め
る
こ
と

に
な
り
、
こ
の
家
臣
た
ち
を
中
心
に
２
５
０
名

ほ
ど
が
八
王
子
城
下
の
治
安
維
持
に
あ
た
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
今
の
千
人
町
を
中
心
に
配
置

八王子千人同心ひと休み
コラム

▲�
千
人
頭
石
坂
弥
次
右
衛
門
義
礼
ら

（
石
坂
圭
司
氏
所
蔵
）

▲

�
千
人
同
心
屋
敷
跡
碑

▲

塩
野
適
斎
（
極
楽
寺
所
蔵
）
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市内で活躍する元気な団体・サークル・同好会を紹介するコーナーです。
活動内容やイベント情報など、編集部までお知らせください。

の市民団体紹介

　

会
は
地
域
で
活
動
す
る
市
民
団
体
の

サ
ポ
ー
ト
に
主
眼
を
置
い
て
活
動
を
し

て
き
た
そ
う
で
す
が
、「
今
後
は
よ
り

多
彩
な
形
で
市
民
活
動
の
魅
力
を
伝

え
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
新
た
な
支
援

も
し
た
い
」
と
意
気
込
む
の
は
、
理
事

長
の
岡
崎
理
香
さ
ん
。

　

岡
崎
さ
ん
は
「
自
分
の
た
め
に
楽
し

ん
で
す
る
か
ら
こ
そ
、
持
続
可
能
な
活

動
が
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
も
語

り
ま
す
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
何

か
し
た
い
」
と
い
う
個
々
人
の
強
い
思

い
で
す
。
こ
う
し
た
思
い
を
も
つ
個

人
、
団
体
と
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
の

で
き
る
場
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
地
域

全
体
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

つ
な
ぐ
、
支
え
る
、
み
ん
な
の
想
い

　

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
、
市
内
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
も
っ
て
い
る
二
十
数

団
体
の
代
表
者
が
意
見
交
換
会
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
、
八
王
子
市
民
活
動
協
議

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
当
時
は
ち
ょ
う

ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
で
き
た
と
き
で
、
市
と

し
て
も
市
民
協
働
に
力
を
入
れ
て
い
た

時
期
で
し
た
。
市
内
で
社
会
貢
献
活
動

に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
団
体
や

個
人
を
対
象
に
、
相
互
連
携
や
運
営
な

ど
の
支
援
を
行
う
団
体
と
し
て
設
立
さ

れ
、
20
年
に
わ
た
っ
て
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
、
八
王
子
市
設
置
の

「
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理

運
営
や
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
し

た
い
と
い
う
市
民
の
た
め
の
講
座
「
は

ち
お
う
じ
志
民
塾
」
の
運
営
と
い
っ

た
市
か
ら
の
委
託
事
業
、
さ
ら
に

「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
な

ど
の
独
自
事
業
も
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
情
報
提
供
の
た
め
に

「
協
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、
市

内
の
活
発
な
市
民
活
動
を
幅
広
く
支

え
て
い
ま
す
。
現
在
は
11
名
の
理
事

が
多
岐
に
わ
た
る
会
の
運
営
を
担

い
、
個
人
、
団
体
な
ど
含
め
て
２
０

０
名
弱
の
会
員
が
活
動
を
支
え
て
い

ま
す
。

NPO法人八王子市民活動協議会◆問い合わせ先：646－1626
　E-mail kyougi@shiminkatudo-hachioji.jp
　URL https://www.shiminkatudo-hachioji.com/

▲はちおうじ志民塾での研修のようす
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八王子・日野カワセミ会 会長　粕谷　和夫
八王子自然探訪 ２甲州街道沿いを歩く

　

大
日
如
来
が
も
っ
て
い
る
５
種
類
の
智
慧

を
五
智
と
い
い
、
そ
れ
に
五
仏
を
配
し
た
も

の
を
五
智
如
来
と
い
う
。
大
日
如
来
の
知
の

面
を
表
わ
し
た
金
剛
界
の
五
仏
は
、
大
日
・

阿あ
し
ゅ
く閦

・
宝
生
・
阿
弥
陀
・
不ふ

空く
う

成じ
ょ
う
じ
ゅ

就
の
五
如

来
で
、
理
の
面
を
表
わ
し
た
胎
蔵
界
で
は
大

日
・
宝ほ

う

幢と
う

・
開か
い

敷ふ

華け

王お
う

・
無
量
寿
・
天て
ん

鼓く

雷ら
い

音お
ん

の
五
如
来
を
一
般
的
に
い
う
。

　

直
入
院
の
五
智
如
来
は
八
王
子
市
指
定
有

形
民
俗
文
化
財
で
、
向
か
っ
て
左
か
ら
宝

生
・
阿
閦
・
大
日
・
阿
弥
陀
・
釈
迦
（
不
空

成
就
如
来
と
同
体
と
考
え
ら
れ
る
）
の
五
如

来
で
あ
る
。

　

大
日
・
阿
弥
陀
・
釈
迦
の
三
仏
は
、
小
門

宿
（
小
門
町
）
蓮
生
院
の
僧
、
欣
誉
廣こ

う

厭え
ん

が

願
主
と
な
り
、
江
戸
や
八
王
子
の
人
々
か
ら

浄
財
を
集
め
、
１
６
８
０
（
延
宝
８
）
年
に

先
人
の
供
養
の
た
め
に
造
立
し
た
。
中
央
の

大
日
如
来
の
台
座
に
は
願
主
の
欣
誉
廣
厭

と
、
江
戸
や
八
王
子
の
寄
進
者
の
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
姓
名
の
次
に
同
内
儀
と
し
て
夫

婦
で
、
ま
た
男
性
の
名
に
交
じ
っ
て
女
性
の

名
も
見
え
る
。
阿
弥
陀
と
釈
迦
の
台
座
に

は
、
竹
本
氏
（
八
王
子
代
官
家
か
）
は
じ
め

八
王
子
宿
の
有
力
者
の
も
の
と
思
わ
れ
る
法

号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
阿
閦
・
宝
生
の
二
仏

は
、
僧
の
欣
誉
廣
厭
に
横
山
宿
の
神
保
氏
が

願
主
に
加
わ
り
、
１
６
９
１
（
元
禄
４
）
年

に
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
台
座
に
は
江
戸
四
谷

や
京
橋
の
人
と
「
八
木
宿
町
・
八
幡
宿
町
・

八
日
市
町
・
横
山
町
・
新
丁
・
裏
宿
丁
・
横

町
」
の
各
宿
の
名
と
小
門
の
石
原
氏
と
土
屋

氏
の
名
が
あ
る
。
五
仏
と
も
江
戸
市
ヶ
谷
田

町
の
石
屋
源
兵
衛
の
作
で
あ
る
。
一
体
の
大

き
さ
は
大
人
の
身
長
ほ
ど
あ
り
、
台
座
を
含

め
た
高
さ
は
３
メ
ー
ト
ル
近
い
。

　

こ
の
五
智
如
来
は
「
五
人
地
蔵
」「
と
う

も
ろ
こ
し
地
蔵
」
と
も
い
わ
れ
た
。
８
月
10

日
の
縁
日
に
は
露
店
で
と
う
も
ろ
こ
し
が
売

ら
れ
、「
と
う
も
ろ
こ
し
祭
り
」
が
開
か
れ

た
。
蓮
生
院
が
あ
っ
た
通
り
は
、
僧
の
名
か

ら
廣こ

う

厭え
ん

坊ぼ
う

横
丁
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

五
智
如
来
に
関
係
す
る
蓮
生
院
・
直
入
院

（
い
ず
れ
も
元
は
小
門
町
）、
帰
西
寺
（
元
横

山
町
）
の
各
寺
院
は
、
１
９
４
５
（
昭
和

20
）
年
の
空
襲
で
全
焼
し
た
。
蓮
生
院
は
、

帰
西
寺
と
合
併
し
て
五
智
如
来
と
と
も
に
帰

西
寺
に
移
転
。
そ
の
後
、
帰
西
寺
が
直
入
院

と
合
併
し
、
直
入
院
は
小
門
町
か
ら
現
在
の

緑
町
に
移
転
し
た
。
五
智
如
来
は
緑
町
の
直

入
院
境
内
に
あ
る
。

　

２
つ
の
別
称
を
持
ち
、
多
く
の
人
々
に
親

し
ま
れ
て
き
た
五
智
如
来
は
、
江
戸
時
代
の

石
造
遺
物
と
し
て
優
れ
た
貴
重
な
作
品
で
あ

る
。
ま
た
初
期
の
八
王
子
宿
の
史
料
と
し
て

も
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
北
口
前
、
街
灯
に
灯
が
と

も
る
こ
ろ
、
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
ま
る
で
雪
の

よ
う
に
白
い
も
の
が
次
か
ら
次
へ
と
降
っ
て

く
る
。
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
の
集
団
が
ね
ぐ
ら
入

り
し
て
い
る
光
景
だ
。
最
近
は
ム
ク
ド
リ
の

大
集
団
に
街
路
樹
の
ね
ぐ
ら
場
を
追
い
出
さ

れ
、
八
王
子
オ
ク
ト
ー
レ
の
窓
枠
な
ど
で
一

夜
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
２
種
の
野
鳥
は

集
団
で
夜
の
ね
ぐ
ら
を
つ
く
る
習
性
が
あ

る
。
特
に
秋
か
ら
冬
は
集
団
の
規
模
が
大
き

く
な
る
の
で
、
地
元
で
は
鳥
の
大
き
な
鳴
き

声
と
糞
害
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
は
八
王
子
市
民
に
と
っ
て

馴
染
み
の
う
す
い
鳥
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

鳥
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
主
に
磯
に
棲
む
鳥

で
あ
り
、
八
王
子
の
よ
う
な
内
陸
地
に
は
い

ま
ま
で
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
最
近
は
市
内
で
も
観
察
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
か

ら
は
繁
殖
も
確
認
さ
れ
、
今
で
は
Ｊ
Ｒ
八
王

子
駅
付
近
、
京
王
八
王
子
駅
付
近
、
西
八
王

子
駅
付
近
と
い
っ
た
市
街
地
に
営
巣
地
が
多

く
見
ら
れ
る
。
駅
周
辺
の
ビ
ル
の
屋
上
や
窓

枠
で
「
ピ
ュ
ル
ピ
ュ
ル
ピ
ピ
ー
ポ
ー
」
な
ど

と
大
き
く
綺
麗
な
声
で
鳴
い
て
い
る
。

　

一
方
で
最
近
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
ツ
バ

メ
で
あ
る
。
１
９
９
６
年
に
八
王
子
・
日
野

カ
ワ
セ
ミ
会
が
刊
行
し
た
『
数
え
上
げ
た
浅

川
の
野
鳥
』
に
は
、
１
９
８
６
（
昭
和
61
）

年
に
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
入
口
か
ら
追
分
ま
で
約

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
甲
州
街
道
沿
い
に
22
巣

あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
今
こ
の
場
所
に
巣
は
一
つ
も
な
い
。
当

時
は
両
側
に
ア
ー
ケ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
て
い

て
、
昭
和
時
代
の
面
影
の
濃
い
商
店
街
で

あ
っ
た
が
、
90
年
代
こ
ろ
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
高
層
建
造
物
が
建
設
さ
れ
始
め
た
。

　

八
王
子
と
い
え
ば
養
蚕
で
栄
え
た
街
で
あ

り
、
道
路
の
名
前
に
そ
の
名
残
が
残
っ
て
い

る
。
１
９
５
４
年
に
当
時
の
片
倉
工
業
株
式

会
社
八
王
子
製
糸
所
な
ど
か
ら
桑
が
寄
贈
さ

れ
、
駅
前
か
ら
甲
州
街
道
ま
で
の
両
側
に
植

栽
さ
れ
て
「
桑
並
木
通
り
」
と
い
う
愛
称
が

つ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
１
９
９
４
年
の
駅

前
駐
車
場
工
事
に
伴
い
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
。
現
在
は
ベ
ニ
バ
ナ
ト
チ
ノ
キ
に
変
わ

り
、
そ
の
先
の
国
道
20
号
バ
イ
パ
ス
の
交
差

点
ま
で
の
わ
ず
か
な
間
に
桑
並
木
が
残
っ
て

い
る
。

　

甲
州
街
道
の
追
分
交
差
点
か
ら
高
尾
駅
前

に
か
け
て
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
は
、
大
正
天
皇

の
陵
墓
「
多
摩
御
陵
」
の
造
営
記
念
と
し
て

１
９
２
９
年
に
植
え
ら
れ
た
も
の
。
春
の
浅

緑
色
か
ら
秋
の
黄
金
色
へ
と
街
を
彩
り
、
道

行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
植
栽

さ
れ
て
か
ら
90
年
以
上
、
交
通
量
の
多
い
甲

州
街
道
で
今
で
も
元
気
そ
う
な
イ
チ
ョ
ウ
の

姿
に
驚
か
さ
れ
る
。

▲直入院の石造五智如来立像

直入院の石造五智如来立像
八王子地域社会研究会 代表　佐藤　広

八王子の民俗誌 16

▲イソヒヨドリ
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私
の

本
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
　
其
の
五
十

会
社
や
学
校
に
向
か
う
途
中
、
休
日
の
気
ま
ま
な
散
策
中
、
ふ
と
目
に
し
た
あ
の
鳥
の
名
前
は
何
だ
ろ
う
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

本
書
は
そ
ん
な
疑
問
に
分
か
り
や
す
く
答
え
て
く
れ
る
１
冊
で
す
。
高
尾
・
浅
川

周
辺
地
域
の
野
鳥
を
紹
介
す
る
初
の
ポ
ケ
ッ
ト
図
鑑
と
し
て
、
初
心
者
で
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
写
真
を
多
用
。

さ
ら
に
実
際
の
鳴
き
声
や
詳
細
な
探
鳥
ス
ポ
ッ
ト
も
検
索
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
図
鑑
を
手
に
、

あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
近
く
で
野
鳥
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

『
見
る
�
　
聞
く
�
　
歩
く
�
　
高
尾
・
浅
川
野
鳥
図
鑑
』　
八
王
子
・
日
野
カ
ワ
セ
ミ
会
　
編

定
価
９
０
０
円
＋
税　

揺
籃
社
刊

新
書
判
・
76
Ｐ
・
フ
ル
カ
ラ
ー

※�

本
書
を
お
求
め
の
際
は
、
お
近
く
の
書

店
か
当
誌
編
集
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

『
見
る
‼　
聞
く
‼　
歩
く
‼

 

高
尾
・
浅
川
野
鳥
図
鑑
』

　

八
王
子
・
日
野
カ

ワ
セ
ミ
会
は
、
八
王

子
市
、
日
野
市
内
の

野
鳥
を
観
察
す
る
市

民
グ
ル
ー
プ
で
、
１

９
８
５
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
会
の
目
的

は
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
、
浅
川
流
域

な
ど
の
野
鳥
の
生
息
状
況
を
調
査

記
録
す
る
こ
と
、
野
鳥
が
安
心
し

て
棲
め
る
環
境
作
り
に
協
力
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
会
の
発
足
35
年
記
念

事
業
と
し
て
、
高
尾
山
や
浅
川
流

域
な
ど
で
見
ら
れ
る
野
鳥
図
鑑
の

作
成
を
企
画
し
ま
し
た
。
豊
か
な

自
然
が
保
た
れ
て
い
る
高
尾
山
に

は
多
く
の
野
鳥
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
尾
山
や
陣
馬
山
を

水
源
と
す
る
浅
川
で
も
多
く
の
野

鳥
を
観
察
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た

野
鳥
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
で
き

る
よ
う
に
考
え
、
編
集
に
あ
た
り

ま
し
た
。
図
鑑
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
35
年
の
活
動
成
果
を
基
本

に
し
て
、
解
説
文
、
写
真
、
鳴
き

声
な
ど
全
て
の
編
集
作
業
に
会
員

の
総
力
を
結
集
し
ま
し
た
。

　

本
書
で
は
高
尾
・
浅
川
地
域
で

見
ら
れ
る
主
な
野
鳥
１
０
０
種
を

厳
選
し
、
観
察
時
期
・
生
息
場

所
・
鳴
き
声
な
ど
を
一
目
で
分
か

る
よ
う
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
気
軽
に
鳥
を
見
に
出
か
け
る

た
め
の
道
し
る
べ
と
し
て
、「
探

鳥
ス
ポ
ッ
ト
」
の
案
内
な
ど
の

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
情
報
も
付

け
加
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
図

鑑
に
付
与
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
な
ど
を
使
っ
て
カ
ワ
セ
ミ
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る

と
、
主
な
野
鳥
の
鳴
き
声
を
聞
い

た
り
、
詳
細
な
探
鳥
ス
ポ
ッ
ト
案

内
図
を
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
随
時
情
報
を
更
新

し
、
内
容
を
充
実
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
今
後
も
「
成
長
し
続
け
る

図
鑑
」
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

野
鳥
に
関
心
の
あ
る
す
べ
て
の

方
に
、
特
に
野
鳥
観
察
初
心
者
の

方
に
は
入
門
書
と
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
本
書
を
手
に
、

高
尾
・
浅
川
周
辺
地
域
や
、
お
住

ま
い
の
近
く
の
公
園
な
ど
へ
野
鳥

観
察
に
出
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。	

（
編
者
記
）
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※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
す
る
自
費
出
版
本
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
て
ほ
し
い
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
を
。

─八王子の自費出版本を紹介─

「はちとぴ」の置いてあるところ
「はちとぴ50号」は9,000部を
発行、右記の場所にて配布いた
します。八王子市民にアピール
したい商品やサービスの広告に
ピッタリ。是非、協賛ください。

広告募集中！

お客さんとのコミュニケーショ
ンツールにしたり、待ち時間の
合間に雑誌感覚で読んでもらっ
たりと、利用方法はさまざま。

「はちとぴ」を新サービスとし
てご活用ください。

提携店募集中！

お問い合わせはこちら
揺籃社（清水工房内）
はちとぴ編集部
TEL（620）2615
FAX（620）2616
E-mail�info@simizukobo.com

�公共施設

八王子観光コンベンション協会
八王子商工会議所
八王子市郷土資料館
八王子市中央図書館
八王子市川口図書館
八王子市南大沢図書館
八王子市生涯学習センター図書館
八王子市絹の道資料館
八王子市役所産業振興部
八王子市役所スポーツ振興課
道の駅「八王子滝山」
サイエンスドーム八王子
八王子クリエイトホール
八王子市学園都市センター
八王子市市民活動支援センター
八王子市子ども家庭支援センター
八王子市芸術文化会館いちょうホール
八王子市教育センター
八王子市南大沢事務所
八王子市南大沢文化会館
八王子セミナーハウス
長池公園自然館
高尾山599ミュージアム
夕やけ小やけふれあいの里
市内各市民センター　　　　　　　等

�お店・企業・学校

アート八王子
アクサ生命
㈲赤坂商店
御菓子司　旭苑
吾妻寿し
アメニティーライフ八王子
㈲荒物加島屋
小俣ダンススタジオ
café�de�la�poste
cafe�rin
ギャラリー・スペースことのは
京晴㈱
くまざわ書店
くまざわ書店京王八王子店
くまざわ書店西八王子店
㈱クラブＳ保険サービス
グループホームびおら
桑の実幼稚園
敬愛保育園
啓文堂高尾店
工学院大学
小谷野紙店
㈲埼玉屋本店
和食　坂福
坂本クリニック・坂本医院

ＪＡ八王子ふれあい市場
シミズパーク24
東京都立大学
スマイルこどもクリニック
㈱スリーボンド
せいがの森保育園
セブンイレブン八王子北口店
創価大学
高尾の森わくわくビレッジ
拓殖大学
そば・うどん　玉川亭
たましん散田店
多摩美術大学
中央大学
東京家政学院大学
東京工業高等専門学校
東京純心大学
東京造形大学
東京薬科大学
とみりえ
中野屋商店
㈲中村自動車
㈱日住
ハーモニーネット
はちねこ！カフェ
八王子エルシィ
八王子学園八王子高等学校

八王子中央自動車学校
八王子市役所売店「はっち」
八王子消化器病院
びおら
㈱富士屋
ふもとや
Coffee�Bricks
ベネック
法政大学
まつおか書房
松姫本店
㈲峰尾豆腐店
みやま大樹の苑
山梨中央銀行八王子支店
㈱山六
有隣堂CELEO八王子店　　等

�その他団体など

サイバーシルクロード八王子
八王子法人会
八王子市医師会
八王子市職員等事業本部
八王子自治研究センター
八王子センター元気
八王子いちょう祭り祭典委員会
墨のアトリエ墨童舎
はちとぴサポーターの会　　等

次号
予告

「富士森公園とその周辺」（仮）

八王子駅から西八王子駅の甲州街道沿いの「中心市街地」を取り上げた八王子
特集、いかがでしたでしょうか。次号では今回取り上げられなかった中央線の
南側、富士森公園を中心に付近の見て歩きコースをご提案します。市内最古
で、最も有名な公園にまつわるエピソードなどをご紹介。情報募集中！

第51号（涼風号）は
５月１日発行予定

敗
戦
直
前
に
父
親
が
戦
死
、
大
混
乱
の
中
で
の
満
州
か
ら
の
引
揚
げ
、
勉
強
そ
っ
ち
の
け
で
家
の

手
伝
い
、
そ
れ
ま
で
親
戚
の
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
人
が
あ
る
日
突
然
父
親
に
、
中
学
校
を
卒
業
し

て
す
ぐ
に
就
職
…
…
。
こ
う
し
た
塗
炭
の
苦
し
み
が
綴
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
、
著
者
の
人
柄
が
文

体
か
ら
滲
み
出
て
き
て
、
本
書
は
全
体
的
に
と
て
も
明
る
く
、
元
気
を
も
ら
え
る
自
分
史
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。
幼
少
期
の
懐
か
し
い
遊
び
や
バ
イ
ク
に
憧
れ
た
青
年
期
、
結
婚
後
に
引
っ
越
し

た
団
地
で
の
自
治
会
活
動
に
至
る
ま
で
、
そ
の
筆
致
に
は
横
の
つ
な
が
り
が
豊
か
だ
っ
た
昭
和
の

長
屋
的
情
感
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
丸
い
ち
ゃ
ぶ
台
を
囲
む
仲
良
き
家
族
に
乾
杯
！

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ル
バ
社
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、
榊
原
産
業
の
社
外
取
締
役
で
も
あ
る
伍
代

謙
の
も
と
に
、
大
規
模
土
地
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
す
。
神
奈
川
県
と
山

梨
県
の
境
に
あ
る
広
大
な
土
地
を
活
用
し
て
、
新
都
市
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
す
。
地
元

自
治
体
、
自
治
会
、
環
境
保
護
団
体
、
業
者
、
ラ
イ
バ
ル
社
と
の
丁
々
発
止
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
身
内
の
裏
切
り
も
絡
み
つ
つ
、
伍
代
は
難
事
業
を
何
と
か
し
て
前
へ
進
め
よ
う
と
試
み
ま
す

が
…
…
。
読
み
応
え
抜
群
の
「
挑
戦
」
と
「
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
の
橋
」
の
２
編
か
ら
な
る
、
心
地
よ

い
疾
走
感
に
包
ま
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
小
説
の
誕
生
で
す
。

謀
略
の
果
て

平
井　

覺
・
著

★
揺
籃
社
・
発
行　

１
３
０
０
円
＋
税

★
文
庫
判
、
５
１
２
ペ
ー
ジ

※�

本
書
を
お
求
め
の
際
は
、
お
近
く
の
書
店
で
ご
注
文
い
た

だ
く
か
、
当
誌
編
集
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西
山
典
明
・
著

★
私
家
版　

非
売
品

★
Ａ
５
判
、
１
５
８
ペ
ー
ジ

※
本
書
は
私
家
版
で
す
。
詳
細
は
当
誌
編
集
部
ま
で
。

　

著
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

丸
い
ち
ゃ
ぶ
台�

�

―
西
山
典
明
備
忘
録

―



※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


